





能力をもち始め（Fox & Davidson, 1988; Kaye 
























表出は，表示規則（display rules）（Ekman & 
















































































































































因子Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ 因子Ⅳ
第Ⅰ因子　雰囲気作り（α=.75 ） 　 　 　 　
９．仲間同士で過ごすときは，人を笑わせる行為を進んでする .892 -.102 -.046 .062
10．自分の失敗を笑い話のネタとする .632 -.010 .044 -.034
17．その場の雰囲気を和らげるために，人を笑わせようとすることがある .613 .089 .038 -.008
第Ⅱ因子　相手への配慮（α=.63 ）
13．怒った直後に，笑顔を見せて相手を許すことがある .012 .622 -.034 -.034
14．顔で笑って心で泣いたようなことがある -.016 .598 .157 -.175
19．深刻な身の上話を笑顔をまじえて話すことがある -.095 .534 -.099 .162
16．相手が不愉快そうな時，わざと笑顔で接するようにする -.029 .380 -.008 .222
11． 他の人と一緒に何か怖い目に遭った後は笑い顔を見せようと努める
ことがある




.021 -.013 .779 .019
６．仲間が笑っているときは，面白くなくても笑うふりをする -.074 -.057 .594 .179




-.094 -.068 .117 .627
15． グループの和を壊すような行為をした仲間をからかって笑い者にす
ることがある
.058 .104 .012 .451
12．友人と皮肉って，みんなの笑いを誘うことがある .184 .105 -.051 .425





















































































































= 25.69, p < .001; F（2.57, 257.67）= 60.05, p < 
.001; F（2.72, 321.04）= 73.12, p< .001），クラス
タ2，クラスタ3において作り笑い尺度の4因子
と 参 加 者 性 別 の 交 互 作 用（ 順 に，F（2.57, 







（男女それぞれ，F（3, 98）= 10.71, p< .001; F（3, 
98）= 68.66, p< .001），クラスタ3について参加
Table 2　中国人参加者の作り笑い尺度項目に対する因子分析結果（プロマックス回転後の因子負荷量）
因子Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ 因子Ⅳ
第Ⅰ因子　相手への配慮（α= .63） 　 　 　 　
11． 他の人と一緒に何か怖い目に遭った後は笑い顔を見せようと努める
ことがある
.630 .010 -.063 -.064 
16．相手が不愉快そうな時，わざと笑顔で接するようにする .559 -.014 .004 .023 
17．その場の雰囲気を和らげるために，人を笑わせようとすることがある .542 -.028 -.056 .056 
13．怒った直後に，笑顔を見せて相手を許すことがある .459 .061 .143 -.016 
第Ⅱ因子　機嫌取り（α= .62）
７．目の上の人に会うときは，笑顔で接するようにする -.003 .677 .064 -.010 




.048 -.053 .684 .091 
15． グループの和を壊すような行為をした仲間をからかって笑い者にす
ることがある
-.068 .123 .501 -.024 
第Ⅳ因子　礼儀としての挨拶（α= .49）
２．内心嫌っている人でも，笑顔で挨拶する .004 .100 -.197 .566 
３．初対面の人と会う時は，笑顔で絶やさないようにする -.012 -.128 .138 .517 
１．悲しい気持ちの時に人と会う際は，特に笑顔を示そうと心がかける .005 .060 .096 .388 
因子間相関　　　　因子Ⅰ .336 .080 .403 





























































ぞれ，F（3, 116）= 16.70, p< .001; F（3, 116）= 
97.31, p< .001），雰囲気作り，本音隠し，仲間
意識における参加者性別の単純主効果（順に，
F（1, 118）= 7.41, p<.01; F（1, 118）= 12.79, p< 


































タ2， ク ラ ス タ3順 にF（2, 140）= 122.94, p< 
.001; F（ 2, 122 ）= 42.35, p < .001; F（ 1.82, 
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【Abstract】
In the present study, we examine sex and cultural differences within the effect of the 
factors on expressions of forced laughter in Japanese and Chinese undergraduate and 
graduate students. 303 Japanese (109 male and 194 female) and 218 Chinese (106 male, 110 
female and 2 unknown) subjects participate in a questionnaire survey consisting of the Oshimi 
(1999) forced laughter scale. Results show that the expressions of forced laughter of Japanese 
and Chinese are each effected by 4 factors and 2 of them are similar between Japanese and 
Chinese, which shows that the expressions of forced laughter in the same situations could 
mean differently due to different cultures. 3 different patterns of expressions are found in 
each Japanese and Chinese, show different display rules of force laughter. In addition, sex 
difference is only found in 1 pattern in Japanese. No sex difference is found in Chinese. 
Key words: Japan, China, forced laughter, the expressions of laughter, display rule, cultural 
differences
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